
(2-!) 熱帯農研集報 No. 21 

おわりに

上記い結果は「ムダかんがし、地区」 10万加の性状の

哨!Iであって全般を代表ずる場合もあるがその地点に

しか適用できない場合もありりると息われる。そうし、

う意味で更に試験結果が地理的時間的に広く長く積み

Lげられることが苧ましいの

写真2 バーシャルフリューム据付

写真 1 湛水中の地耐力測定 写真3 減水深調査

ィンド刑水稲の生理生態的研究
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本研究は，インド刑水稲の水佑代における苗立不安

定の原囚を発芽特性の面から究明したことと，栄壺牛

長期間の短し、品種または杖培法に認しヽて相対的に軍要

ば化の素質に関する実騒とり）二つI!)部分からなるc

イント型水稲の発芽に関する研究

第1図で明らかなように，苗代の床面上の水深が 3

-.ternの場合は苗立歩合がほとんと O96に近く， 沼

水して床面を露出し左区（水探 0cmI人）では 55~90

笠であった。また，いずれの水深の場合にも偲芽の効
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第 1図 苗立歩合におよほす催芽程度と

苗代水深の影響
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第 2図 発芽と発根におよ（ます水深の影響

泉があり，とくに種了がひたる程度の戌水条件 (0~-

1 cm)で催芽効果が顕著てあっにの
り

り

、）ー
ヽ

ビーカーを用いて 5段陪の水深条付を設け，浮稲品 発 811

師も合めたインド型水稲10品柾を｛共試して日本型水稲 m olJ 
と比較した。その結果は第 2図のとおりである。 吟'j()

すなわち，発芽率の上昇速度は日本刑水稲では水深 20 

J)影評がほとんどなし、のに対し， インド刑水稲では—→

般に水深 0cm区での発芽は速し、 (2日間）が，湛水

条什ドでは発芽までに多くの叶間を要し(3日間），ま

に，執［水下では発根が日本型水稲よりも著しく抑えら

れることが明らかになったっ籾殻を除いた場合にもま

ったく同様の傾向が認められ， この現象は休眼と関係
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がなし、ものと考えられるっ 幼

種寸'..が吸水して膨潤に全るまでの時間には椙水区と 根 3

無湛水区との間に差はないが，胚の分化発辻過程に湛 長 4

水区が長い時間を要しさらに，催芽種—（を憐床した場

合も幼芽・幼根の伸長および発恨数の増加がl甚水によ

／て抑えられた。しかし，水中に空気を送ると，発芽

］）遅れが小さくなり，発根の状態も良くなった。

発芽床容謡内の空気を窒素カスに置き換えて気中の

酸桑濃度を低ドさせると，第 3図のこおり， 95冤窄索

カス気中（な気 5%)で日本刀~-水稲（台湾品種およひ

アメリカ品種を含む）は 20~9096 の発根半であった

か，インド匹1j・水稲（タイ品種 8, その他の外国品神 6)

ぱ 5"'6以下であり，幼根の伸艮も小さく，日本の陸稲

11*咽水稲 インド9柑水稲 1,,1 fc 
II本咄陸稲 タイ ci/,HI

第 3図 低酸素条件下における幼根発達の品種間差異

備考：窄気の90,;'oまたは9596を窒索ガスによ,,て

附換し，約 :10℃ で 4日間骰床

以上の諸実験結果から，インド刑水稲は日本型水稲

品種と同等であった、 に比べてさ庄常な発芽および発根のための限界酸素濃
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収量と収量構成要素に対する育苗条件の影響（品稲 (4-6:)の場合）
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度が闘く，このことが水i府代に認げる苗立小良の大き

し、原因になって＼ヽると衿えられる。そのため，白立歩

合向卜．の対策として，催芽種fを用いることや苗床面

以Fに落水するなとは極めて有効であり，さらに降巾

による構水にそなえて，椙水許容期間や酸素供給賓材

投人以）検討なども必要であるr また， 日本型水稲との

危沢グ）原因についてはさらに生化学的な究明が必嬰

である

畑苗は水苗よりi殿粉脊積贔が多く， 恨の活）］か峠

く，発根））も―闊かっ fこ＇，移柏後から分けつ盛期まて，

畑苗は水苗よりも分けつ発牛数が多く，生育後半ハ管

哩に齋窃ずれば穂数培によって増収する可能性ハある

ことを示した。

苗代に施肥（移植 8日前 3.2--1. 0 Og・1m") ずる

凸体内の全窄索含打率が高まり，板の活刀も高ま

が， 発恨）］の相対的な指標ピしての R/T比が低卜し

インド型水稲の苗の素質に関する研究

出代日数20・'.10・40・50-60日の苗を比鮫ずると，

II数の短かしヽ苗ほど体内の澱粉荼積誓は少な lヽ が，仝

窄素含有率が闘く，根の活力 (a・ナフチルアミン酸

化力）が高か，うたっ苗の発根｝）は第 4図のとおり，発

恨総散でみると苗代 I!数の長い苗ほど禍かべ，たが，若

し、十Yiほと地上部との比率でみた相対的な発根力 (R/1'

比）が高く，本田移植後の柏傷みが少なくて生育初期

j)相対生長本 (RGR)が砂かった〈第 5図）へ在米品種

(Puang Nahk 16) で1ま若侑ほど移柏後の分けつ発牛ヘ

数が多く，』「感光性り短秤品種 (C,-63)では分げつ数

に乃を生じなかったか，、若苗を用いた場合に低位低次

分げつによ，て 1穂粒数が増し， f料熊歩合もやや高ま

9万て培収した（表 1)ぐ

翡感光性品種では苗代日数が50日以上になると異常

出穂し，収鼠にロスを牛じたのその異常出拙苓の割合

ぶ 2-15形であっ；だが， 1 株植付本数の増加• 土壌肥

沃度,!)低＾卜およびその他の栽培条『Iによっては背しく

増加する場合もあると考えられる
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苗の発根力におよほす育苗条件の影響
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て恨傷みが大ぎくなった。とくに在米品種の場合に水

田代に施肥すると発根力が顕著に1氏Fした（第1図）。

しかし，苗がNを多く含有することによって生育初期

の分：ナつ発生にプラスの効果が認められた。

移柏直前の苗の的葉処岬は柏傷み軽減に効果はある

が，その後の生育に対する影評は明らかでなかった。

苗の素質は，栄義生長期間の長い従来の栽培法にお

いても，水稲栽培の出発点として重要であるが，晩柏

栽培や非感光性の短期品種のように栄毀生長期間の短

い場合にはとくに重災になるっ本試験の結呆では，苗

代期間の短かい若佑がど苗より良く，恨行の行苗法

（長い I打代期間）を改める必要がある。苗代施肥は，

とくに在来品種では柏傷みの危険性を大きくするが，

少量：の追肥は根の活力を恥め，移植後の分けつ発生数

を多くするので，とくに非感光性短粋品種では恨行の

無肥料育i胄を改善すべ彦であると考えられる。また，

熟帯でも畑苗が水盾より優れ，前述した水苗代におけ

る苗立のが安定を解消する方策として，―苗代様式の検

』も必嬰であろり rヽ

イ

翡t在場所： Technical Division, Hice Department, 

Ministry of Agriculture 

Bangkhen, Bangkok, Thailand 

駐在期間： 1967年 6月~1969年11月

研究陽}]者： C. Chammek, P、Sanitwongse,

N. Niamsrichand 

移植時期の違いがインティカ在来種の生育収

量におよ（ます作物栄養学的研究

タイ国に広く栽培されてし、る在来のインテ，力水稲

は感光性の高い品種であり，移植期を慣行より大幅に

くらせても，ほほ11月中に出穂し12月中に収穫され

るr こ，I)ため全成fl期間は移柏期の違し、により大輻に

変化し，水稲の生育相も）くぎな違し、か考えられる e こ

))ようば見地から高橋治助怜l~(FAO) は移柏期を椙

行の 6月頃より 9月に変又ることにより在来種でも施

肥効果が飛躍的に高まることを明らかにしたC

氾者らはそり施肥効果の高まる原因について作物采

良の面から解析を試み，移柏期を遅らせることによ
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移植後の相対生育率 (RGR)におよほす

育苗条件の影響

ンディカ稲の栄養生理に関する研究

r J ヽ 111 雄牛．

良業技術研究所

り，水稲の型が従米リ-)インデ！力水稲の特質ともし、

る大ぎな水稲体で低濃度の表分を含む型から，小さ心

水稲体で高濃度り）壺分をもつジャホニカ型に変るここ

を明らかにし，こ乃ことが慣行法におげる行効茎歩合

の低下，倒伏などのマイナス要囚を同避することによ

I)' 施肥効果を著しく高めることを明らかにした.

（第 1図参照）

窒素追肥の旅用時期に閣する研究

熟脊地域ては一般に水稲生育の後斯叫治がはげ L

し、。暖地はど追肥の必要11が高し、 0)は問知の事丈て克

る。こ r/)ため窒素追肥は然常地方の稲作には極め三こ｀用

要な槌肥拉術と考えられる,.辿｝］巳，、）なかでも幼貼形成

期に柏ずし、わゆる穂肥は牡に効果か高く，また，施肥

時，加肥量によりその効呆ぶ大きく影饗されるなど，

韮肥技術上もっとも間也こなるも J)である＾廿りの移柏

時期．］）研究からインティカ稲では牛育後半の栄蓑条/'1

（特に窄素）が水稲J)収計改善にきわめて重要な役山］

をもつことと， これまでにタイ国では穂肥の適期が仝
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